
のキリスト教週間のご案内 
 

 
 

神を仰ぎ、人に仕う 

 
 
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

■2010 年度 夏のリトリート 

 

  2 年生以上の皆さんにはお馴染みの、そして 1 年生の皆さんには初めて

の「夏のリトリート」の時期がやってきました。このリトリートでは 1 つのテーマを

巡って、グループごとに語り合いの時を持ちます。学生の皆さんはもちろん、

教職員も参加しますので、普段のキャンパスライフで交わる機会の少ない方

とも交流を深めることができます。語り合いの場だけでなく、レクリエーション

や楽しい企画も多数用意してあります。学生生活の思い出として、一度参加

してみませんか？ 

    

   テーマ 「生まれるもの・無くなるもの ～移りゆく時代～」 

   日 程／2010 年 7 月 29 日（木）～31 日（土） 2 泊 3 日 

   場 所／ホテルグリーンプラザ上越（新潟県南魚沼市） 

   費 用／12,000 円 

   〆 切／2010 年 7 月 13 日（火）まで 

 

※ リトリートに参加を希望する方で、初日（7 月 29 日・木）に授業のある

方は、申込みの際、キリスト教センターに申し出てください。 

※ 申込書はキリスト教センターにあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2010 年 7 月 Ｎｏ．8 

行事・集会のご案内 

 

「あとは野となれ、山となれ」 
 

人生は仲々思うようにはいかないものです。仕事でも勉強でもそして人間関係で

も。本当に難しいことが多いですよね。しかしその中でも「自分」というのが一番思う

ようになりません。それは私たちだけではありません。聖書に出てくる使徒パウロとい

うようなとても偉い人だってそうなんです。次のように言って嘆いています。「わたし

は自分のしていることが、わからない。なぜなら、わたしは自分の欲する事は行わ

ず、かえって自分の憎む事をしているからである。」（ローマ書 7 章 15 節）パウロ先

生でもこうなのなら、私たちが自分をどうこう出来ないのは当たり前なんです。 

かといってこのまま放っておくわけにもいかない。それで他になんとかヒントはない

かと思って色々読んでおりましたら、似たような二人の言葉に出くわしました。一つ

目は道元という禅宗のお坊さんの言葉です。「仏道をならふといふは、自己をなら

ふ也。自己をならふといふは、自己をわするるなり。自己をわするるというは、万法

に証せらるるなり」（正法眼蔵・現成公案）。仏道をならふとは「自己をわすれる」こ

とだというのです。なるほどと思いました。もう一人はカトリックのあるシスターの言葉

です。「自分を忘れるほどに自分を愛しなさい」というのです。自分を愛するというの

はやはり自分を忘れることだというのです。偉い人はやっぱり同じようなことを言うも

のですね。 

実はさっきの使徒パウロはこういう風にも言っています。「もはや我生くるにあら

ず。キリスト我が内に在りて生くるなり」（ガラテヤ書 2 章 20 節）。なるほど自分が思

うようになるとかならないとかは問題ではないんだ、ただキリストに従うことだけが問

題なのだ、と知らされて、大学から私は神学校へと進んだのでした。「あとは野とな

れ、山となれ」。 

（聖学院みどり幼稚園園長 濱田 辰雄）



   
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        

        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
      

年間聖句 

2010 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

 

 

   

 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ 

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり アーメン

 

 

13～14 節） 

「狭い門からはいれ。滅びにいたる門は大きく、その道は広い。そして、そこからはいって行く者が多い。命にいたる門は狭く、その道は細い。そして、それを見いだす者が少ない。 」 

       （マタイによる福音書 第 7 章

聖学院教会祈祷会        7 月 15 日（木） イザヤ書 48 章   東野 尚志 牧師 

【毎週木曜日 18 時 30 分～19 時 30 分 於 緑聖ホールＣ室】   7 月 22 日（木） イザヤ書 49 章   阿久戸光晴 学長 (ｷｬﾝﾊﾟｽ祈祷会) 

 

 
 

讃美奉献 

13 日(火) 聖歌隊 

“わたしたちのこの口は” 
 

14 日(水) 教職員特別聖歌隊 

“アメイジング グレイス” 
 

15 日(木) 特別ハンドベル･クワイア 

(｢音楽･ハンドベル G｣履修学生)

“Ｓｅｅｋ Ｙｅ Ｆｉｒｓｔ” 

7 月 15 日（木） 

奨励者 菊地 順 
（大学チャプレン） 

司会者 佐野

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
5 番 

讃美奉献 特別ﾊﾝﾄﾞﾍﾞﾙ･クワイア 

  20 章 8～10 節（旧約 P.102） 
祈 祷

安息日を覚えて、 
とせよ」 

祈 祷  

主の祈り 
 

 正子 
奏楽者 清水 貴子 

讃美歌 54

聖 書 出エジプト記 

 
奨 励 「

これを聖

讃美歌 273B 番 

後 奏 

7 月 14 日（水） 

奨励者 左近 豊 
（人間福祉学部副チャプレン） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 543 番 
讃美奉献 教職員特別聖歌隊 
聖 書 申命記 

  26 章 5～10a 節（旧約 P.283）
祈 祷 
奨 励 「救いの物語」 
祈 祷  
讃美歌 529 番 
主の祈り 
後 奏  

7 月 13 日（火） 

奨励者 田中 かおる 
（日本基督教団 安行教会牧師） 

司会者 菊地 順 
奏楽者 渡辺 善忠 

前 奏  
讃美歌 541 番 
讃美奉献 聖歌隊 

書 ルカによる福音書 
  11 章 1～4 節（新約 P.106） 

祈 祷 
奨 励 「罪を赦す」 
祈 祷  
讃美歌 Ⅱ167 番 
主の祈り 
後 奏  

≪聖書一口メモ≫ 
 

聖書は「旧約聖書」と「新約聖書」の二部からなっています。旧

約聖書は英語で‘The Old Testament’と言い、新約聖書は‘The 

New Testament’と言います。Testament というのは「契約・約束」

という意味です。誤解してならないのは決して‘The Old Bible’とか

‘The New Bible’とは言わないことです。旧約だけ、新約だけでは

決して「Bible」すなわち「聖書」とは言わないのです。 

 

ユダヤ教の方にとっては、私たちの「旧約聖書」が聖書の全

てであって、トーラー（律法書）、ネービーム（預言書）、ケスビ

ーム（諸書）の三部構成になっています。しかし私たちにとって

は旧約聖書と新約聖書とが合わさってはじめて「正典としての

聖書」なのです。 

◆  ◆  ◆ 

聖


